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竹内市政２期目の目標

20万都市のさらなる前進を！
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
、
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
が
自
分
の
掲
げ
る
政
策

を
数
値
目
標
も
含
め
て
具
体
的
に
示
し
た
選
挙
公
約
で
あ
り
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
そ
の
実
施
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
進
め
る
も
の
で
す
。

解 説

　
　

    

鳥
取
市
長

　
　
　

竹
内　

功

特 集

　

本
年
４
月
９
日
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
信
任
に
よ
り
、
引
き
続
き
２
期
目
の

市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を
持
っ

て
地
域
の
活
性
化
と
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、
専
心
努

力
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
鳥
取
自
動
車
道
（
鳥
取
〜
佐

用
間
）
の
開
通
が
見
込
ま
れ
、
合
併
に
よ
り
20
万
都
市
と

な
っ
た
鳥
取
市
の
特
色
を
生
か
し
て
地
域
の
発
展
を
図
る

た
め
の
た
い
へ
ん
重
要
な
時
期
で
す
。
私
は
、
こ
の
た
び

の
選
挙
で
５
つ
の
政
策
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
解
説
参
照
）

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
政
策
の
実
現
を
最
優
先
と
し

て
、
合
併
後
に
策
定
し
た
第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画
の
各

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
市
政
参
画
や
地
域
で
の

活
発
な
活
動
を
期
待
し
、市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
「
協
働
」

に
よ
り
「
市
民
が
主
役
の
新
し
い
市
政
」
を
実
現
す
る
た

め
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解

と
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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マニフェストマニフェスト１１

　　　マニフェスト
高速道路を活かした高速道路を活かした
地域経済の活性化地域経済の活性化..

高速道路を活用して農林水産業・製造業等の
振興と雇用拡大をはかります。企業誘致を４
年間で８社以上をめざします。

●高速道路を活用して、農林水産物の「鳥取ブ
　ランド」の確立と販路開拓、また、産学官連
　携を強化して、製造業などで新製品の開拓と
　新分野の進出をめざします。
●産業振興・企業誘致により地域の雇用の場を
　図ります。
●平成 14～ 17年度企業誘致６社（代表例：
　ツーウェイシステムとっとり、セコム山陰）
　の実績から、高速道路網の整備を踏まえ、来
　る４年間で８社以上をめざします。

マニフェストマニフェスト２２ 観光資源の魅力アップ観光資源の魅力アップ
により観光客の大幅増加により観光客の大幅増加..

平成 21 年度を『因幡の祭典』の年とし、広域
観光イベントを盛大に開催します。平成 22 年
度の観光客数 200 万人以上をめざします。

●鳥取自動車道の開通と市政 120 周年を記念
　して、　平成 21年度に市民参加の広域観光イ
　ベント『因幡の祭典』を盛大に開催します。
●大阪など大都市圏にアンテナショップを開設
　するなど、鳥取市を売り出すための効果的な
　情報発信を行います。
●広域的な連携を強化し滞在型観光に重点を置
　いて、平成 22年度観光客数 200 万人以上　
　をめざします（平成 16年度 151万人）。

マニフェストマニフェスト 44 地域コミュニティの地域コミュニティの
充実と強化充実と強化..

平成 19 年度中に地区公民館の充実を図り、地
域の自治会や市民団体が行う防災・福祉・文化・
スポーツ活動を強力に支援します。

●合併後の本市において、市民生活の維持向上
　を図るため、地域コミュニティの充実強化は
　大変重要な課題です。
●地域の自治会や市民団体が行う防災・福祉
　の面も含めて文化・スポーツ活動などが一層
　盛んになるよう、公民館の拠点としての位置
　づけを明確にし、総合的に地域コミュニティ
　を支援していきます。
●中央公民館と地区公民館の連携のもとで、地
　域の活動拠点として一層の体制強化と機能充
　実を図ります。

マニフェストマニフェスト 55 市民との協働と市民との協働と
市民サービスの向上市民サービスの向上..

平成 18 年度に、若者との協働によるまちづ
くりをめざし『若者会議』を新設します。市
役所に何でも相談できる『市民総合相談窓口』
を設けます。

●市役所の市民に対するサービスの向上に努め
　るとともに、市民と行政との協働によるまち
　づくりを進めます。
●次代を担う若者の意見を市政にとりいれた
　まちづくりを進めるため、「若者会議」を新
　設します。
●平成 16年 5月に開設した「くらし 110 番」
　に加えて、新たに市民がゆっくり落ち着いて
　何でも相談できる「市民総合相談窓口」を
　設けるなど、市役所の相談機能の充実を図り
　ます。

マニフェストマニフェスト３３ 人口が増加していく住みよいまちづくり人口が増加していく住みよいまちづくり..

待機児童ゼロ、
若者定住をはじ
め、教育・健康・
福祉の施策を充
実させ、平成 22
年度の鳥取市人
口 20 万 3000 人
をめざします。

●本市の「新元気プラン」「地域福
　祉計画」「障害者計画」などに基
　づく保健・福祉の充実を図ります。
●総合的な子育て支援体制の強化
　により待機児童ゼロを実現する
　とともに、教育の充実を図り、
　次世代育成にしっかりと取り組
　みます。

●若者に魅力のあるまちをつくるため、
　平成 19 年度に農業ビジネススクール
　を開校するなど若者定住を図ります。
　また、大都市圏で定年を迎える人など
　を中心に、Ｕ・Ｊ・Ｉターン者を積極的
　に受け入れます。
●これらの施策により平成 22 年度国勢
　調査で人口20万3000人をめざします。

５５　つの
竹内市政２期目の目標竹内市政２期目の目標
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要 望 33％要 望 33％

提 案 18％提 案 18％相 談 14％相 談 14％相 談 14％

苦 情 14％苦 情 14％

その他 21％その他 21％
要 望 33％

提 案 18％

苦 情 14％

その他 21％

　

市
政
に
対
す
る
提
案
な
ど
を
、

手
紙
や
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

な
ど
で
、
直
接
市
長
へ
届
け
る
も

の
で
す
。
市
役
所
各
庁
舎
、
各
総

合
支
所
を
は
じ
め
、
公
民
館
、
小
・

中
学
校
、
保
育
園
、
郵
便
局
、
市

の
公
共
施
設
な
ど
２
４
６
カ
所

に
、
切
手
不
要
の
専
用
封
筒
と
記

入
用
紙
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

旧
市
町
村
地
域
な
ど
の
呼
称

　

の
変
更

　

ふ
く
べ
砂
丘
温
泉
に
、
キ
ャ

　

ス
タ
ー
付
き
お
む
つ
交
換
台

　

を
設
置
し
、貸
し
出
し
を
開
始

　

駅
南
ア
ー
ケ
ー
ド
整
備
に
併

　

せ
、
新
た
に
一
般
送
迎
車
両

　

用
乗
り
降
り
場
所
を
２
台
分

　

設
置

　

禁
煙
対
策
と
し
て
、
本
庁
舎

　

１
階
の
タ
バ
コ
自
販
機
撤
去
、

　

宮
ノ
下
公
民
館
を
全
館
禁
煙
、

　

さ
ざ
ん
か
会
館
の
喫
煙
ス
ペ

　

ー
ス
の
廃
止

　

本
庁
舎
１
階
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

　

入
り
口
に
、
た
ば
こ
の
煙
流

　

出
防
止
用
カ
ー
テ
ン
を
設
置

広
聴
事
業
の
取
り
組
み

「協働」は、市民が主役の合い言葉

市
長
へ
の
手
紙

　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
談
話
室
と

各
総
合
支
所
に
お
い
て
、
毎
月
１

回
１
時
間
程
度
、
市
長
が
市
民
の

み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
か
ら
実
施
方
法
を

一
部
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
報
７
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

平成 17年度 市長への手紙により実施した主なもの

　

千
代
水
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防

　

球
ネ
ッ
ト
を
設
置

　

若
桜
街
道
で
自
転
車
マ
ナ
ー
ア

　

ッ
プ
の
街
頭
広
報
を
実
施

　

真
教
寺
公
園
の
動
物
舎
に
動
物

　

名
の
名
札
を
設
置　

な
ど

市
長
ア
ワ
ー

市長への手紙

みなさんから寄せられた声がご覧いただけます

　

地
域
の
一
層
の
発
展
と
対
話
行

政
の
推
進
を
目
的
に
、
市
長
が

各
地
域
へ
伺
い
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
地
域
や
市
政
の
課
題
に
つ
い

て
直
接
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
鳥
取
地
域
の

17
地
区
と
、
合
併
地
域
の
８
地
区

の
合
計
25
地
区
で
行
う
予
定
で
す
。

実
施
回
数

73
回

参
加
者
数

２
４
２
人 

市長アワー
平
成
17
年
度
実
施
状
況

要
望
件
数

５
７
０
件

市長への手紙
平
成
17
年
度
実
施
状
況

地域づくり懇談会
平
成
17
年
度
実
施
状
況

　

町
内
会
の
生
活
環
境
整
備
、
防

犯
、
福
祉
の
向
上
な
ど
に
関
す
る

も
の
の
う
ち
、
地
域
の
共
通
課
題

で
住
民
合
意
が
得
ら
れ
た
要
望
事

項
を
地
区
ご
と
に
集
約
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
年
度
の
予
算
や
施
策
に
反
映

さ
せ
、
市
民
生
活
の
向
上
に
役
立

て
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
要
望

要
望
件
数

９
６
１
件

地区要望
平
成
17
年
度
実
施
状
況

ご意見・ご提言ありがとうございました !

　市政提案箱、市長アワー、地域づくり懇談会な
ど市民のみなさんから寄せられた声に対して、広く
お答えするため、「市民の声データベース管理シス
テム」を導入しています。
　このシステムにより、市政提案箱に寄せられた意
見・要望に対する回答や進捗状況など（個人情報は
除きます）を、市のホームページ（http://www.
city.tottori.tottori.jp/）に掲載しています。

市民の声データーベース管理システム

提案傾向の分類

提案内容の分類

実
施
地
区
鳥
取
地
域
17
地
区

合
併
地
域
８
地
区

参
加
者
数

１
２
５
０
人 

　本市では、市民が主役のまちづくりを推進するため、市民の声を広く市政に反映
する広聴機能の充実と、さまざまな市民活動の支援に努めています。
　今回は、広聴事業と市民活動支援事業をご紹介します。

順位 テーマ 件数
1 子育て支援 28件
2 道路維持管理 27件
3 一般廃棄物 23件
4 人権推進 21件
5 福祉政策 20件
6 公園管理 20件
7 体育施設 18件
8 組織・人事 16件
9 交通政策 14件
10 防災対策 13件

（上位10項目）

地
域
づ
く
り
懇
談
会

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
要
望
な
ど
を
お
聴
き
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
広
聴
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

とっとり市報 2006.5.15 4



特　集特　集　　「協働」は市民が主役の合い言葉「協働」は市民が主役の合い言葉

※応募方法や申込期間など、上記事業の詳しい内容については担当課まで

　

市
民
活
動
団
体
が
企
画
・
運
営

す
る
研
修
や
イ
ベン
ト
な
ど
の
事
業

に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の一
部
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　  

市
民
活
動
団
体

  

・
講
師
な
ど
へ
の
謝
礼

  

・
交
通
費　

  

・
資
料
な
ど
の
作
成
費　

  

・
会
場
使
用
料
、
車
両
・
機
械

　

 

な
ど
の
賃
借
料

■
対
象
と
な
る
団
体

　

制
度
の
概
要

対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内

※
た
だ
し
上
限
が
あ
り
ま
す
。
上

限
額
は
、
10
万
円
と
、
20
万
円

の
い
ず
れ
か
で
、
事
業
の
内
容

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
「
市
民
活
動
拠
点
ア
ク
テ
ィ
ブ

と
っ
と
り
」（
さ
ざ
ん
か
会
館
２

階
）
は
、
市
民
活
動
団
体
を
支

援
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
会
議
室
や

ロ
ッ
カ
ー
が
利
用
で
き
る
ほ
か
、

情
報
提
供
・
収
集
、
市
民
活
動

■
対
象
と
な
る
経
費

■
助
成
額

団
体
・
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
を
管
理
す
る

鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

市民活動団体などへの主な助成事業

問い合わせ先　市役所本庁舎 市民参画課市役所本庁舎 市民参画課
　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　    （0857）20（0857）20－－31633163

タイム（とっとり国際交流連絡会）
代表者  ケイツ 佳

か ず こ

寿子

一緒に市民活動しませんか！
市民活動団体活動紹介

　タイムは、鳥取の国際理
解と国際交流の促進のため

のセミナーや国際交流フェスティバル、機関紙の
発行による情報の発信、そしてリサイクルバザー
など在住外国人の支援活動などを行っています。
平成 17 年度は鳥取市市民活動促進助成金の交付
を受け、「タイムセミナー　第 2回ハンガーバン
ケット」を行いました。
　「ハンガーバンケット」とは、参加者をリッチ
なグループ、中グループ、貧しいグループの 3つ
のグループに分け、各グループの事情に沿った食
事をします。グループ分けは実際の世界の情勢に
従って行うため、一番人数が多いのは貧しいグル
ープです。食事の格差によって世界の実情を模擬
体験し、ODA（政府開発援助）の問題、貧困の原
因などを話し合います。このほかにも、長年飢餓
問題に取り組んできている日本国際飢餓対策機構
から講師を招き、「私の見たアフリカの子供たち」
と題した講演会も行いました。
　タイムは昨年度、地域づくり総務大臣表彰の国
際化部門で受賞しました。このたびの受賞はこれ
までの国際交流活動や情報発信、ネットワーク
づくりの努力を認めていただいたものだと思いま
す。これを励みに、地道な活動を続けていきたい
と思っています。現在はワークショップ形式の国
際理解教育や他団体との協働に力をいれ、団体と
しての力をつけるとともに、鳥取全体の国際交流
の底上げをしていきたいと考えています。

あおやよーいドン！まちづくり協議会
代表者  井

いのうえ

上 耕
こうのすけ

之介

　青谷町の歴史・文化・産
業・心意気が活かされるよ

うな地域づくりを目指して活動しています。これ
までに、青谷駅周辺の日置川沿いの和紙灯籠の設
置や、「青谷町そぞろ歩きマップ」の作成、「ゆめ
灯籠流し」に取り組んできました。
このうち「ゆめ灯籠流し」では、あおや和紙

工房や地元和紙業者の協力を得て考案した、環境
にやさしい和紙の灯篭「ゆめ灯籠」を地元の青谷
小学校の児童たちと作り、あおや夏まつりに日置
川で灯篭流しを行いました。日置川の水面に灯っ
た灯篭のあかりがゆったりとした川の流れを肌で
感じられる空間を創り出し、地域の人々や子供た
ちは郷土への愛情、誇りを感じることができたと
思います。計画当初は限られた時間の中で必要な
経費を工面するのは困難で開催もあやぶまれまし
たが、市民活動促進助成事業を活用し実施にこぎ
つけました。
これからも青谷の歴史・文化・産業をもとに

住民の結びつきにより、新たな夢と郷土への愛情
や誇りを育て、観光 PR と環境美化に貢献したい
と考えています。協議会のメンバーは全員が各々
仕事を持ち、その合間を縫って活動しているため、
あまり時間に余裕がありません。また、活動の輪
を広げる事や活動資金の確保という大きな課題も
あります。しかし、決して無理することなく、で
きることから実行に移すことで、息の長い活動を
していきたいと思っています。

 事  業  名 事  業  概  要 担 当 課 電話番号

鳥取市自治会活動活
性化支援事業補助金
①きらめくまちづくり事業
②コミュニティ活動支援事業

住民の自主性、主体性に基づき町内会が
行う事業の経費の一部を助成。
①２/３を助成（上限200万円）
②１/２を助成（上限5万円） 市民参画課（0857）20-3163

町内集会所建設等補
助金

集会所の新築、増改築などにともなう助成。
１/3を助成（上限1000万円）

まちなかまちづくり
市民活動促進事業

中心市街地などの活性化につながる活動
を支援。９/10を助成（上限40万円）　

まち・むら活
性化チーム

（0857）
20-3148

自主防犯活動団体活
動補助事業

自主防犯活動を行う市民活動団体の育成
を支援（上限10万円）。 危機管理課（0857）20-3127

女性と高齢者のむら
づくり推進事業

地域の特産品の開発、生産などを行う団体
への支援。２/３を助成（上限20万円）

農業振興課（0857）20-3233
まちとむら交流促進
事業

農業漁業体験などまちとむらとの連携を
深める事業への支援（上限10万円）。

むらづくり活性化特
別対策事業

農村地域の活性化への活動、施設整備な
どへの支援。１/2を助成（上限100万円）

市民参画型バス停上
屋整備事業

計画から維持管理まで住民が行うバス停上屋
整備の助成。２/３を助成（上限100万円）都市政策課

（0857）
20-3257

鳥取市自然環境創造
支援事業

自然環境の保全、再生のための活動を支
援。３/４を助成（上限30万円） 環境政策課（0857）20-3176

青年のイベント助成
事業

青年団体が行う小中学生などを対象とし
た健全育成事業を支援。３/４を助成 生涯学習課（0857）20-3363

市
民
活
動
支
援
事
業
の
取
り
組
み

市
民
活
動
促
進
助
成
金

市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
市
民
活
動
団
体
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
拠
点 

ア
ク
テ
ィ
ブ
と
っ
と
り

市
民
活
動
に
つ
い
て
の
相
談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
各
種
講

座
の
開
催

団
体
の
運
営
や
活
動
の
た
め
の
情

報
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付
、
登
録

活
動
参
加
希
望
者
へ
の
相
談
や
活

動
紹
介
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「ハンガーバンケット」「ハンガーバンケット」

「ゆめ灯籠流し」「ゆめ灯籠流し」
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　本市教育委員会では、すべての人がルー
ルを守り、マナーを大切にし、モラル豊か
に生きることができる風土（人）づくりを進
めるため、『モラルやマナー・ルールを大切
にする風土 ( 人 ) づくり事業』に取り組ん
でいます。
　今回は、これまでに開催してきた推進委
員会で、現場からの声をもとに集約した家
庭・地域・学校それぞれの課題や問題、そ
れに対する具体的な取り組みなど、検討し
てきた内容についてお知らせします。

　
「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル

を
大
切
に
す
る
風
土
（
人
）
づ
く

り
事
業
」
は
、　

第
８
次
鳥
取
市

総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

政
策
の
一
つ
で
あ
る
「
明
日
を
担

う
ひ
と
づ
く
り
」
を
進
め
る
う
え

で
重
要
な
施
策
で
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
モ
ラ
ル
の
向
上
や
マ
ナ

ー
・
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
市
民
の

み
ん
さ
ん
に
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
、
物

事
の
け
じ
め
や
善
悪
を
教
え
る
風

「モラルやマナー・ルールを大切にする
風土（人）づくり」事業

まちづくりは人人づくりから

土
（
人
）
づ
く
り
を
築
い
て
行
き

ま
す
。

　　

こ
の
事
業
は
、
啓
発
活
動
を
じ

っ
く
り
と
地
道
に
続
け
、
長
期
的

な
見
通
し
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
良
く

し
た
い
」
と
い
う
市
民
の
み
な
さ

ん
の
気
持
ち
を
高
め
る
展
開
に
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
大
人
が
本
気
に
な
っ

て
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ

ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す
る
風
土

（
人
）
づ
く
り
事
業
」
推
進
委
員

会
で
話
し
合
わ
れ
た
現
状
の
課
題

や
問
題
解
決
の
視
点
・
提
言
を
も

と
に
取
り
組
み
方
を
提
案
し
て
い

き
ま
す
（
図
２
）。

　

特
に
そ
の
中
で
、
全
市
一
体
で

の
取
り
組
み
と
し
て
、
あ
い
さ
つ

の
励
行
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
推
進
委
員
会
の
話
し

合
い
の
な
か
で
、「
モ
ラ
ル
や
マ

ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す
る
こ

モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり事業モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり事業

の取り組みの概要の取り組みの概要 図1

事
業
の
位
置
づ
け

事
業
の
展
開

具
体
的
な
取
り
組
み
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特　集特　集　　モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり事業モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり事業

　事業を進めていくうえで、市民の
みなさんに関心をもっていただくた
め、啓発ポスター・ロゴマークを募
集します。選考審査を実施し、選ば
れたポスターやロゴマークは、この
事業に関するあらゆる活動の中で活
用させていただきます。

応募資格　無し
作品内容　モラルやマナー・ルール
を大切にすることを訴えかけるもの

▲

ポスター：四つ切り画用紙サイズ▲

ロゴマーク：Ａ４サイズ
※いずれも、描き方は問いません。

応募期限　8月 31日（木）必着

詳しい内容および応募先は、右記
問い合わせ先へ

募集します！

啓発ポスター・ロゴマーク啓発ポスター・ロゴマーク

①集団の一員としての自覚・社会性の育成
②教師自身のモラル・マナー・ルールの向上
③家庭・地域への情報提供と協働

家家庭教育に関する
重点的な取り組み

①地域や学校（ＰＴＡ）　
　ぐるみの取り組みを
　実施
②親や保護者に対する懇
　 談（相談や研修の充実）
③保護者教育の推進
④親子で学ぶ機会の提供
　（保護者啓発）

地地域教育に関する重点的な取り組み
① 既存の事業の効果的な活用
※複数団体の協働や共催

と
の
出
発
は
、
あ
い
さ
つ
だ
」
と

の
意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、「
あ

い
さ
つ
が
通
い
合
う
ま
ち
は
、
人

間
関
係
も
良
好
で
注
意
を
し
合
う

こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
声
を
か
け

る
こ
と
で
非
行
の
抑
止
力
に
も
な

る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
か

ら
で
す
。

　

す
で
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
地
域
を
中
心

に
全
市
で
こ
の
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
鳥
取
を
訪
れ
た
人
々
が

「
鳥
取
は
あ
い
さ
つ
の
良
い
す
が

す
が
し
い
ま
ち
だ
」
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
め
ざ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
第
２
庁

舎　

教
育
改
革
推
進
チ
ー
ム

 

（
０
８
５
７
）
20̶

３
３
６
８

（
０
８
５
７
）
29̶

０
８
２
４

学校教育に関する主な意見・提言

地域の教育に関する主な
意見・提言

家庭の教育に関する主な意見・提言 図２

　子どもを親や保護者中心の生活リ
　ズムに同調させない。
　家庭教育の責任 (親や保護者の責
　任）を明確にする。
　親・保護者同士の話し合いや情報
　交換会 ､懇談会 ､研修会に積極的
　に参加する。
　ＰＴＡ活動のあり方を再確認し、
　さらなる活動の強化と連携を
　図る。

　一斉清掃や運動会など
　の地域行事への子ども
　の参加を促す。
　子ども会活動を充実させる
　とともに、ジュニアリーダー
　の育成を図る。
　学校や家庭を支援・援助する体制
　の構築。
　自治会と公民館が連携して、この
　事業の推進活動を積極的に行い、
　住民運動へと展開させる。
　大人が積極的に手本を示す機会や
　場所を提供する。
　公共マナーの徹底 ( ゴミ・空き缶
　のポイ捨て禁止）。

　教育哲学に裏打ちされた教育観や指導観を捉え、学校教育
　のあり方を見つめ直す（恥・躾

しつけ
・モラルなど）。

　学校教育の方針やめざす子ども像・人間像を明確にする。
　教師も子どもも「人間としてのあるべき姿」を明確にする。
　子どもの将来を見据え、適切で毅然とした指導を行う。
　集団生活における指導方法を再構築する。
　個としては基本的な生活習慣を身につけさせ、集団として

は基本的な行動様式を定着させる。
　幼児教育（就学前教育）､ 初等　教育
を充実させ、基本的生活習慣（躾）　
　を身に付けさせる。
　 「子どもを良くするためには」
　という視点で、保護者と連
　携を密接にする。

　　

モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に
す
る

風
土
（
人
）
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
ま
と
め

学学校（園）教育に関す
る重点的な取り組み

② 事業のＰＲ・啓発
　※地域の行事や会議など、 あらゆる
　機会を通じて浸透を図る
③地域 (自治会 )・公民館・学校（ＰＴＡ）
　との連携・協働
　　　※事業 (計画 )の調整・
　　　　共催など

　義務教育の期間に習得すべきあ
　いさつやマナーを明確にし、学
　校でも、家庭でも、地域でも共
　通して指導していく。
　大人と子どもがふれあえる活
　動を実施し参加する ( 強調月
　間、子どもと大人との協働活動、
　公民館や学校での行事など）。
　学校、地域、家庭のネットワ
　ークを強化していく。

共通する主な意見・提言

共通する重点的な取り組み
①「あいさつ」の励行
　※全市的に取り組む共通行動
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鳥取市人権施策基本方針の骨子鳥取市人権施策基本方針の骨子 み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

提出方法　様式は問いません。住所・氏名
を明記のうえ、郵送、ファクシミリ、
電子メール、持参のいずれかで
資料配置　5月 15（月）から市役所本庁
舎１階総合案内所／市役所本庁舎 4階人権推進課／市
役所駅南庁舎１階総合窓口／各総合支所市民生活課
提出期限　6月 5日（月）必着　
提出・問い合わせ先　市役所本庁舎人権推進課
（0857）20-3224 （0857）20-3052

電子メール jinken@city.tottori.tottori.jp

ご意見のあて先、
資料の配置場所はこちらです！

基本的な考え方

人権推進課

森森
もりもともりもと

本本  勝勝
かつ えか つ え

衛衛 課長 課長

（総論）
人
権
尊
重
都
市
鳥
取
市
の
実
現
に
向
け
て

　

本
市
は
、
昭
和
44
年
の
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
の
施
行
を
受

け
て
、
同
和
行
政
や
同
和
教
育
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

昭
和
62
年
に
「
人
権
尊
重
都
市
宣

言
」
を
行
い
、
さ
ら
に
平
成
６
年

に
は
「
鳥
取
市
に
お
け
る
部
落
差

別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
条
例
に
基
づ
き「
鳥

取
市
同
和
対
策
総
合
計
画
」
を
制

定
し
、
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
間
「
鳥
取
市
男
女
共

同
参
画
計
画
」
や
「
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
10
年
鳥
取
市
行
動
計

画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
人
権
施

策
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
17
年
６

月
に
実
施
し
た
「
同
和
問
題
等
人

権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の

結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
人
権
が
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る

人
や
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
人
が
多
く
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
は
、
一
人
ひ
と

り
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い

な
が
ら
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
英
知

に
よ
っ
て
、
差
別
の
な
い
明
る
い

人
権
尊
重
都
市
鳥
取
市
の
実
現
を

図
る
た
め
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・
デ
ザ

イ
ン（
下
記
参
照
）の
視
点
に
立
っ

て
、
市
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
人
権
尊
重
に
配
慮
し
て
計

画
的
に
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
本
市
の
人

権
施
策
に
関
す
る
総
合
的
な
指
針

と
な
る「
鳥
取
市
人
権
施
策
基
本

方
針
」
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

人
権
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
お
け

る
学
識
経
験
者
や
市
民
か
ら
な
る

策
定
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
こ

の
た
び
方
針
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ユニバーサル・デザインユニバーサル・デザイン

　障害のある人や高齢者を含むすべての人が使いやす
いように、製品、建物、環境、空間、まちづくりなど
をデザインすることをいいます。福祉の分野から提唱
された考え方で、障害のある人や高齢者なども含めて
すべての人が使うことを想定して製品のデザインをす
れば、すべての人が等しく使える製品ができるという
考え方です。ユニバーサル・デザインの視点で市のあ
らゆる分野における各種の施策を立案し、計画し、実
施することによって、市の施策全般にわたり人権尊重
都市の実現を推進しようとするものです。

○人権尊重の基本理念
　  ●  差別のない明るい人権尊重都市鳥取市の実現
　  ●  差別の解消に向けて
○人権尊重の視点に立った行政

人権施策の現状と課題

○取り組みの経緯　○現状と課題

人権施策の基本方針と基本施策および推進体制

○基本方針
　  ●  人権を尊重した計画の策定と施策の実施
○基本施策
　  ●  人権教育・人権啓発の推進
　  ●  人権教育基本方針の策定
　  ●  団体への支援・人材の養成
　  ●  情報・資料などの提供
　  ●  人権に関する相談体制の整備
　  ●  市職員などへの人権研修
　  ●  国・県および他の市町村・民間団体との連携
○人権施策推進体制の整備
○人権施策基本方針の見直し

さまざまな人権問題への取り組み

○同和問題　○女性の人権問題　○障害のある人の人
権問題　○子どもの人権問題　○高齢者の人権問題　
○外国人の人権問題　○病気にかかわる人の人権問題
○個人のプライバシーの保護　○そのほかの人権問題

（各論）

PUBLIC  CMMENTPUBLIC  CMMENT

鳥
取
市
人
権
施
策
基
本
方
針（
案
）

市民政策

コメント
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※介護分の賦課限度額は、８万円から９万円に引き上げられました。
　なお、医療分の賦課限度額は、53万円で変わりません。

国民健康保険料の改定18
年度年度

　医療保険制度は高齢化や医療の高度化などによる医療費の増大 ､長引く景気の
低迷による保険料収入の減などにより、年々厳しい財政状況となっています。そ
の中でも特に国民健康保険は厳しい状況にあり、全国の 59％の市町村が赤字と
なっており、本市も平成 17年度から保険料の改定を段階的に行っています。こ
の保険料の改定は、国民健康保険財政の健全化と各地域で格差のある保険料率を
段階的に統一するもので、改定の幅は、地域により異なりますが、平成 18年度
の１人当たりの保険料は平均で８.57 ㌫の増額となります。

地域 平成１7年度（改定前） 平成１8年度（改定後）
所得割 資産割 均等割 平等割 所得割 資産割 均等割 平等割

鳥取 6.9％ 20.9％ 2万 5400円 2万 6300円 7.7％ 23.0％ 2万 7100円 2万 8400円
国府 7.1％ 25.2％ 2 万 4600円 2万 2500円 7.8％ 25,3％ 2万 6800円 2万 6900円
福部 5,8％ 29.7％ 2万 3800円 2万 3100円 7.2％ 26.4％ 2万 6500円 2万 7100円
河原 7.7％ 35.3％ 2 万 6600円 2万 7300円 8.0％ 2.87％ 2万 7600円 2万 8800円
用瀬 6.4％ 24.4％ 2万 2900円 2万 0400円 7.5％ 24.2％ 2万 6100円 2万 6100円
佐治 8.1％ 35.3％ 2万 4500円 2万 4500円 8.1％ 28.7％ 2万 6800円 2万 7700円
気高 6.7％ 30.1％ 2万 5400円 2万 5700円 7.6％ 26.5％ 2万 7100円 2万 8200円
鹿野 6.9％ 28.5％ 2万 7200円 2万 4200円 7.7％ 26.0％ 2万 7800円 2万 7600円
青谷 7.6％ 33.8％ 2万 5300円 2万 2900円 8.0％ 28.1％ 2万 7300円 2万 7300円

【新旧保険料率比較表】

保険料の軽減保険料の軽減…国が定める基準所得を下回る世帯につ
いては保険料が軽減されます。所得を申告していないと
軽減されませんので、必ず申告（市民税課で随時受け付け）
してください。※所得の無い人も申告をしてください。
減減免制度免制度…災害、病気、失業など特別な事情で生活が著
しく困難となり保険料の納付ができない場合に、減免制
度が受けられます。問い合わせ先までご相談ください。
納納付通知書の送付付通知書の送付…平成18年度の納付通知書は、7月
中旬にお送りします ｡※郵便局での納付は期限内に限ります。

便利な口座振替便利な口座振替…口座振替にすると、
納め忘れもなく、金融機関に払い込みに
出向く必要もなく便利で確実です ｡ご利
用の金融機関、郵便局へ納付通知書または保険証、
預金通帳 ､届出印を持参して申し込んでください。

▽口座振替にも、全期前納(前納報奨金あり）と期別振替
の2つの方法があります。
※口座振替による全期前納は5月末日までにお申し
　込みください ｡

【保険料の構成】

平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度平成 15年度
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上
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問い合わせ先　市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）20－3483 ／各総合支所福祉保健課（14ページ上段参照）

表1

図1

地　域 平成１7年度（改定前） 平成１8年度（改定後）
所得割 資産割 均等割 平等割 所得割 資産割 均等割 平等割

全市同一 1.4％ 4.3％ 6700 円 5000 円 1.5％ 4.4％ 6700 円 5200 円
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問い合わせ先
市役所本庁舎財産管理課 
 （0857）20ー3112

効率的効率的にに

公共施設公共施設をを運用運用しますします

Vol.3Vol.3 分析分析　施設の性質　施設の性質
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公益性必需性

公共性

共同消費性（公益）個人消費性（私益）

②必需・個人消費性 ①必需・共同消費性

③選択・個人消費性 ④選択・共同消費性

必 需

選 択
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の
観
点
か
ら
判
断

　　　　…行政が設置すべきもの　　　　…民間での設置が望ましいもの公 民

例　スポーツ施設
　   共同墓地　など

例　上下水道施設
　　図書館　など

例　市営駐車場        
　   観光施設　など

例　保育園
　　博物館　など
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健康チェックしてますか？
　あなたの健康を保つうえで、生活習慣は大切な要素です。
糖尿病、高血圧症などの生活習慣病のほとんどは、進行す
るまで自覚症状がなく、健診でしか発見できない場合もあ
ります。   健診結果から自分の生活習慣の改善すべき点を
見つけ、健康でいきいきとした毎日を送りましょう。

問い合わせ先　
市中央保健センター 
 （0857）20ー3195

　健診は、個別健診か集団健診
のどちらかで受診してください
（左表の　　部分を除く）。
■個別健診

７月１日～平成19年２月28日
　希望の医院または病院に予約
のうえ、受診してください。
■集団健診

7月～ 12月
　受診の日時、場所などについ
ては、各自治会などの回覧や、
とっとり市報（毎月 15日号の
健康のページ、各総合支所だよ
りに翌月の実施日を掲載）をご
覧ください。または、中央保健
センター、各総合支所福祉保健
課（14ページ上段参照）へお
問い合わせください。
■受診券の送付

　健診には受診券が必要です。
受診券は、過去３年間に市（合
併前の町村も含む）の健診の受
診歴のある人、５歳毎のふしめ
年齢の人（女性 30歳～ 70歳、
男性 40 歳～ 70 歳）に 6 月末
に送付する予定です。※受診券が
送付されていない人で受診を希望する
人は、お住まいの地域の保健センター
または各総合支所福祉保健課に申し出
てください。　

■人間ドック・脳ドック

▽ 予約は、５月 25日（木）か
ら各医療機関に電話などで行っ
てください。受診券が届いてい
なくても、該当者であれば予約
できます。

▽書類の手続きは、６月 26日
（月）以降、予約日の 1週間前
から、中央保健センター、各総
合支所福祉保健課で受け付けま
す。その際には、健康保険証、
受診券（届いている人）をご持
参ください。

　　種　　類 対象者 年齢基準日　　　         平成19年3月31日  自己負担金 　  内　　容

基本健康診査 18歳以上
※社保本人・職域健診
対象者などは除く。

個別：1000円
集団：1500円

問診、身体計測、血
圧測定、検尿、診察、
血液検査など
※65歳以上の人は介
護予防のための検査項
目が追加になります。

肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・
60・65・70歳
※今までに肝炎ウイルス
検査を受けた人は除く。

個別：1800円
集団：1300円

胃がん検診 40歳以上 個別：1500円
集団：1500円

個別は直接撮影また
は内視鏡、集団は検
診車での間接撮影

肺がん・結核検診 40歳以上
※結核検診のみは65歳
以上。

個別：1000円
集団：      無料
※喀痰検査の必要
な人は、個別1500
円、集団300円

個別は直接撮影、集
団は検診車での間接
撮影

大腸がん検診 40歳以上 個別：1000円
集団：1200円

便の潜血反応検査

子宮がん検診 20歳以上の女性 個別：1000円
※体部は1500円

集団：1300円

個別は頸部（場合に
より体部も実施）、集
団は検診車での頸部
細胞診

乳がん検診
※完全予約制

40歳以上の偶数年齢
の女性

個別：1300円
集団：1400円

視触診とマンモグラ
フィの併用検診

骨粗しょう症予防検診 25歳以上の女性 集団：1300円 検診車での両手骨の
間接撮影

人間ドック 40歳以上
※社保本人などは除く。

個別：8600円
※喀痰検査の必要な
人は9200円（市民
税非課税世帯：2800
円※喀痰検査の必要
な人は3000円）

基本健康診査と胃・
肺・大腸の各がん検
診をあわせたもの

脳ドック 40・45・50・55・
60・65・70歳
※社保本人などは除く。

個別：7800円
（市民税非課税世帯：
2600円）

MRI、MRAなどによ
る脳血管撮影

肺CT検査 国保世帯で40歳～70
歳の喫煙歴のある人

個別：3000円

ふしめ歯科健診 40・50・60・70歳 個別：1500円 う歯、歯周病などの健診

▽無料対象者は市民税非課税世帯、生活保護世帯の人（一部は有料の健診もあり）
です。基本健康診査、肝炎ウイルス検査については、70歳以上（平成19年 3
月 31日までにこの年齢に到達する人を含む）の人は無料です。

▽国民健康保険世帯については、人間ドック・脳ドック料金の別途補助があります。

▽自己負担金は、鳥取・河原・用瀬・佐治地域の分です。それ以外の地域については、各
総合支所福祉保健課へお問い合わせいただくか、各総合支所だよりでご確認ください。

■各種健康診査

年に1
回は健

診を

受けま
しょう

！
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6月
中央保健センター

　BCG・ポリオなど
（0857）20ー3191

　がん検診など
（0857）20ー3195

　乳幼児健康診査など
（0857）20ー3196

国府町総合支所福祉保健課
（0857）39ー0566

福部町総合支所福祉保健課
（0857）75ー2813

河原町総合支所福祉保健課
（0858）76ー3114

用瀬町総合支所福祉保健課
（0858）87ー3781

佐治地区保健センター
（0858）89ー1024

気高町総合支所福祉保健課
（0857）82ー3157

鹿野町総合支所福祉保健課
（0857）84ー2013

青谷町総合支所福祉保健課
（0857）85ー0012

※合併地域で行われる健診などの情報については、「総合支所だより」を
ご覧ください。
※お住まいの地域以外での受診などを希望される場合は、お住まいの総
合支所福祉保健課または中央保健センターへご連絡ください。

鳥取地域の健診・予防接種など

受　付　午後１時～２時
ところ　さざんか会館

種　別 対　象　児 と　き
6カ月児 平成17年11月生 6日（火）～  8日（木）
1歳6カ月児 平成16年11月生 13日（火）～15日（木）
3 歳 児 平成15年 5月生 20日（火）～22日（木）

２歳歯科
および
フッ素塗布

平成16年5月生
1日（木）

※午後１時～
　　　２時30分受付

　携行品：母子手帳、歯ブラシ、
　 手鏡、タオル、コップ

５歳児
発達相談 ５歳児 1日（木）午後1時30分～

※予約制

ＢＣＧ接種
対象児　下記および生後６カ月未満で未接種
　　　    の乳児
受　付　午後１時～ 2時
ところ　さざんか会館

対　象　児 と　き
平成 18年   2 月 11 日～ 20日生   2 日（金）
平成 18年   2 月 21 日～ 28日生 14日（水）
平成 18年   3 月   1 日～ 10日生 27日（火）

■駐車場について
乳幼児健診・予防接種で来所の際、さざん
か会館の駐車場が満車の場合は、駅南庁
舎駐車場（３時間まで無料）をご利用くだ
さい。なお、どちらの駐車場も駐車券が発
行されますので、受付で提示してください。

乳幼児健康診査

※生後6カ月までに接種できない場合は、中央※生後6カ月までに接種できない場合は、中央
保健センターにご相談ください。保健センターにご相談ください。

　　ポリオ生ワクチン投与
対象児　下記および生後 90カ月未満で未接種
　　　    の乳幼児
受　付　午後 1時～ 2時
ところ　さざんか会館

対　象　児 回数 と　き
平成 18年 1 月生 1回目 16日（金）
平成 17年 8 月生 2回目 28日（水）
平成 17年 9 月生 2回目 29日（木）

タバコをやめたい
あなたを
応援します

■と　き　6月 17日（土）　
　　　　　午後 1時 30分～ 4時
■ところ　さざんか会館
■問い合わせ先
　中央保健センター　母子保健係
　     （0857）20ー3196
※詳細は市報６月 1日号でお知らせします。

世界禁煙デー健康講演会世界禁煙デー健康講演会
　「やめたいけれど、やめられない」
タバコは依存性があるため、意志
だけでやめられる人は禁煙を希望
する人の約３割と言われています。
　禁煙デー健康講演会へ、ぜひお
越しください。タバコに関する情
報や県内の禁煙支援医療機関など
をお伝えします。

５月31日は世界禁煙デー

平成18年度

がん検診日程（鳥取地域）

胃・肺・大腸がん検診
7 月 7日㈮湖南地区公民館／ 7月 14
日㈮さざんか会館／ 7月 24日 ㈪ 豊
実地区公民館、明治地区公民館／ 8
月 8 日㈫さざんか会館／ 8 月 24 日
㈭倉田隣保館、美穂地区公民館／ 9
月 15 日㈮さざんか会館／ 9月 21 日
㈭湖山西地区公民館／ 9月 26日㈫神
戸地区公民館、大和地区公民館／ 10
月 17 日㈫さざんか会館／ 10 月 26
日㈭富桑地区公民館／ 11月 7日㈫さ
ざんか会館／ 11 月 28 日㈫東郷地区
公民館、大正地区公民館／ 12 月 12
日㈫末恒地区公民館／ 12 月 21 日㈭
さざんか会館

子宮・乳がん検診、骨粗しょう症検診
7 月 13 日 ㈭・25 日 ㈫ ／ 8 月 8 日
㈫・29 日㈫／ 9 月 14 日㈭・19 日
㈫／ 10月 5日㈭・19日㈭・24日㈫
／ 11月 7日㈫・16日㈭・28日㈫／
12月 12日㈫・21日㈭
※会場はいずれもさざんか会館です。

受付時間
8：30～9：20

受付時間
13：00～13：50
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夜間・休日急患診療所
診療科目　内科、小児科、軽度の外傷
※乳幼児は、小児救急当番病院をご利用ください。
と　　き　平　　　　日　午後７時～ 10時
　　　　　日曜・祝休日　午前９時～午後 5時
　　　　　日曜・祝休日　午後７時～ 10時
と こ ろ　急患診療所   （東部医師会館隣）
問い合わせ先　東部医師会　 （0857）22－2782

夜間小児救急当番病院

曜日 病　院　名 電話番号
日 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22-2782
月 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111
火 市 立 病 院 （0857）37-1522
水 生 協 病 院 （0857）24-7251
木 急患診療所（東部医師会館隣）（0857）22-2782
金 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111
土 中 央 病 院 （0857）26-2271

日・月・火・木・金・土・祝休日　午後 7時～ 10時
水　午後 6時 30分～翌日午前 8時 30分

休日急患歯科診療所
と　　き　　日曜・祝休日　午前 10時～午後 4時
と こ ろ　　東部歯科医師会
　　　　　　富安二丁目（歯科技工専門学校内）
　　　　　　 （0857）23－3197

休日夜間在宅当番歯科医院

日（曜日） 病　院　名 と　こ　ろ 電話番号

  4 日（日） なわだ歯科医院 賀露町南一丁目 17-21 (0857）31-2223

11 日（日） はやし歯科クリニック 東品治町114コスモスビル2階 (0857）29-5256

18 日（日） 橋 本 歯 科 医 院 国府町新通り三丁目348-1 (0857）24-2522

25 日（日） 西 尾 歯 科 富安一丁目 5-2 (0857）26-6325

午後 6時～午後 9時

日（曜日） 薬　局　名 と　こ　ろ 電話番号

  4 日（日）

鳥取駅コクミン薬局 鳥取駅構内シャミネ内 （0857）27-6524

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店1階 （0857）26-6660

常 田 薬 局 西町二丁目101 （0857）22-4792

11 日（日）

鳥取駅コクミン薬局 鳥取駅構内シャミネ内 （0857）27-6524

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店1階 （0857）26-6660

常 田 薬 局 西町二丁目101 （0857）22-4792

18 日（日）

鳥取駅コクミン薬局 鳥取駅構内シャミネ内 （0857）27-6524

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店1階 （0857）26-6660

常 田 薬 局 西町二丁目101 （0857）22-4792

25 日（日）

鳥取駅コクミン薬局 鳥取駅構内シャミネ内 （0857）27-6524

フ ジ モ ト 薬 局 行徳トスク本店1階 （0857）26-6660

た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目211 （0857）37-1920

休日当番薬局

〈営業時間〉  

▲

鳥取駅コクミン薬局　午前 10時～午後 8時
　　　　　　 

▲

フジモト薬局　　　　午前 9 時～午後 8時
　　　　　　 

▲

その他の薬局　　　　午前 8時 30分～午後 5時 30分

日（曜日） 病　院　名 電話番号
  4 日（日） 中 央 病 院 （0857）26-2271
10日（土） 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111
11日（日） 生 協 病 院 （0857）24-7251
18日（日） 市 立 病 院 （0857）37-1522
25日（日） 中 央 病 院 （0857）26-2271

休日救急当番病院
午前8時30分～翌日午前8時30分

赤十字病院・生協病院・市立病院
　   　　　（日・祝休日）   午前8時30分～午後6時30分
※中央病院　  4日（日）　  午前8時30分～午後5時30分
　　　　　　25日 （日）　   　　　　　　　       〃
※市立病院　10・24日（土）午前8時30分～午後5時

休日小児救急当番病院

携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込みます携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込みます
と市役所携帯サイトにリンクされます。と市役所携帯サイトにリンクされます。
トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日
救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。

「夜間・休日救急診療」情報は、携帯電話からでもご覧
いただけます。
http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/ 

6月

日（曜日） 病　院　名 電話番号
  4日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111

 ※  4日（日） 中 央 病 院 （0857）26-2271
 ※10日（土） 市 立 病 院 （0857）37-1522
11日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111
18日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111

※24日（土） 市 立 病 院 （0857）37-1522
25日（日） 赤 十 字 病 院 （0857）24-8111

※25日（日） 中 央 病 院 （0857）26-2271
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In
fo

r
m

a
tio

n

情報ひろば

該
当
条
件　

▽
父
母
が
離
婚
し
た

後
、
父
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い

児
童
▽
父
が
死
亡
し
た
児
童
▽
父
が

政
令
で
定
め
る
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童
▽
父
の
生
死
が
不
明
な
児
童
▽

父
に
引
続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童
▽
父
が
引
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
▽
母
が
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
な
ど

該
当
し
な
い
場
合　

▽
日
本
国
内
に

住
所
が
な
い
場
合
▽
公
的
年
金
、
労

災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
▽
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的

年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
る
場

合
▽
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合
▽
母
が
事
実
上

婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
▽
平
成
15
年

４
月
１
日
現
在
で
、
支
給
要
件
に
該

当
し
て
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る

場
合

手
当
額　

▽
全
部
支
給
：
月
額

４
万
１
７
２
０
円
▽
一
部
支
給
：
所

得
に
応
じ
て
月
額
４
万
１
７
１
０
円

か
ら
９
８
５
０
円
ま
で
の
10
円
刻
み

の
額

※
平
成
18
年
４
月
分
か
ら
支
給
額
が

変
わ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎

児
童
家
庭
課

（
０
８
５
７
）
20

－

３
４
６
５
／
各
総
合
支
所
福
祉
保
健

課
（
上
段
参
照
）

■各総合支所　
国府 （0857）39ー0555／福部 （0857）75ー2811
河原 （0858）76ー3111／用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211／気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011／青谷 （0857）85ー0011

と
き　

６
月
21
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
会
館
３
階

定
員　

20
人

費
用　

５
０
０
円

必
要
な
も
の　

エ
プ
ロ
ン

申
込
先　

市
立
病
院
栄
養
管
理
室

（
０
８
５
７
）
53̶

７
３
２
６

と
き　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
８
時

〜
午
後
０
時
50
分

コ
ー
ス　

鳥
取
駅
《
集
合
》　　

列
車

　

  

鳥
取
大
学
前

～

湖
山
池
公
園
〜

青
島
〜 

防つ
づ
ら己
尾お

城
跡
〜
福
井
展
望
台

〜
末
恒
駅　
　

 

列
車　
　

〜
鳥
取
駅

《
解
散
》（
歩
行
距
離
約
10
・
７

）

費
用　

３
７
０
円
（
交
通
費
）

※
弁
当
や
水
筒
、
雨
具
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

歩
こ
う
会
事
務
局

（
０
８
５
７
）
23

－

７
９
３
０

　　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ア
ー
ト
ポ
ス
タ

ー
15
枚
の
展
示
を
す
る
と
と
も
に
、

ハ
ー
ナ
ウ
市
と
の
交
流
や
、
前
回
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
の
キ
ャ
ン
プ
を

き
っ
か
け
と
す
る

エ
ク
ア
ド
ル
と
の

交
流
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

と
き　

５
月
17
日

（
水
）
〜
21
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
７
時
（
20
・
21
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

と
こ
ろ　

市
立
中
央
図
書
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
富
安
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
都

市
交
流
室

（
０
８
５
７
）
20

－

３

１
５
４

　　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
与
え
ら
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
動
き
ま
す
が
、

同
じ
答
え
を
計
算
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
「
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
悪

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
身

近
な
ト
ラ
ン
プ
を
題
材
に
、
そ
の
並

べ
方
を
通
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
良
し

悪
し
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き　

６
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

県
立
図
書
館
２
階　

大
研

修
室
（
尚
徳
町
）

　

６
月
は
鳥
取
地
域
の
乾
電
池
な
ど

の
収
集
月
で
す
。

　

６
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）の
「
小

型
破
砕
ご
み
の
収
集
日
」
に
ほ
か
の

ご
み
と
区
別
し
、
乾
電
池
・
蛍
光
管

を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
透
明
ま
た
は

半
透
明
の
袋
に
入
れ
、
壊
れ
な
い
よ

う
に
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
合
併
地
域
に
つ
い
て
は
各
総
合
支

所
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
（
上
段
参
照
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
生

活
環
境
課

（
０
８
５
７
）
20

－

３

２
１
７

　　

受
給
で
き
る
の
は
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
18
歳
以
下
の
児
童
（
平
成

19
年
３
月
31
日
現
在
）
を
監
護
し
て

い
る
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人

で
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

歩
こ
う
会
６
月
定
例
会

お知らせ

児
童
扶
養
手
当

糖
尿
病
料
理
講
習
会

乾
電
池
・
蛍
光
管
の
収
集

６
月
の
第
１
週

ハ
ー
ナ
ウ
市
姉
妹
都
市
提
携
５
周
年
記
念

2006FIFA

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ド
イ
ツ
大
会
公
式
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
展

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

「
ト
ラ
ン
プ
の
並
べ
方
」

　
　
　
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
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輝
き

なんせ鳥取から

かがやく贈り物かがやく贈り物

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
市

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
０
８
５

７
）
28̶

５
２
５
９

開
催
期
間　

６
月
25
日
（
日
）
〜
７

月
２
日
（
日
）

と
こ
ろ　

県
立
博
物
館
（
東
町
）

作
品
の
種
類　

日
本
画
（
水
墨
画
、

墨
彩
画
を
含
む
）・
書
道
・
写
真
・

工
芸
・
彫
刻
・
洋
画
（
水
彩
画
を
含

む
）・
版
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
８
部
門

応
募
資
格　

県
東
部
に
住
ん
で
い
る

人
（
高
校
生
以
上
）、
市
内
に
勤
務

し
て
い
る
人

出
品
規
定　

県
内
の
展
覧
会
に
未
発

表
の
作
品
▽
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

写
真
：
１
点
の
み
▽
デ
ザ
イ
ン
・
工

芸
・
版
画
：
２
点
ま
で
▽
彫
刻
：
３

点
ま
で

作
品
搬
入
日　

６
月
18
日
（
日
）

▽
午
前
９
時
〜
正
午
：
日
本
画
・
書

道
・
工
芸
・
彫
刻
▽
午
後
１
時
〜
４

時
：
そ
の
他
の
部
門　
　

搬
入
場
所　

県
立
博
物
館
裏
入
り
口

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
文

化
芸
術
推
進
課

（
０
８
５
７
）
20

－

３
２
２
６

内
容　

ヨ
ッ
ト
、
カ
ヌ
ー
の
基
本
技

術
の
習
得

と
き　

▽
Ａ
日
程
＝
６
月
３
日
〜
６

月
24
日
▽
Ｂ
日
程
＝
７
月
１
日
〜
７

月
22
日
▽
C
日
程
＝
７
月
29
日
〜

８
月
26
日
（
８
月
12
日
は
休
み
）
の

毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

鳥
取
市
B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
三
津
）

定
員　

各
20
人

会
費　

３
０
２
０
円
（
保
険
料
含
む
）

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

講
師　

鳥
取
環
境
大
学
助
教
授　

松ま
つ

前ま
え　

進
す
す
む 

さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
環
境

大
学
企
画
交
流
課

（
０
８
５
７
）

38̶

６
７
０
４
／
（
０
８
５
７
）

38̶

６
７
０
９
／
電
子
メ
ー
ル

kouryu@
kankyo-u.ac.jp募　集

少
年
少
女
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
教
室

第
45
回
市
民
美
術
展
の
作
品

　合併後初となる男女共同参画プランの策定を記念し
て、クイズに正解した人の中から抽選で合計 46人に、
素敵なプレゼントをお贈りします。
■ク イ ズ　○の中の文字をお答えください。
　合併後初となる「鳥取市男女共同参画○○
○○プラン」が策定されました。
※答は、「とっとり市報 3月1日号」、「輝なんせ鳥取」ホームページ
（アドレスは表紙下段）に掲載しています。ホームページはお近くの
市役所庁舎・支所でもご覧いただけます。

■応募方法　住所・氏名・年齢・職業（学校）・電話番
号・クイズの答を明記のうえ、持参、郵送、ファクシミリ、
電子メールのいずれかで
■応募条件　記念品を「輝なんせ鳥取」まで取りに来
ていただける人
■応募期限　６月１５日（木）必着
■記念品　国民宿舎「山紫苑」無料宿泊券など
■抽選日・場所　公開抽選　６月２３日（金）　
午後1時 30分～2時「輝なんせ鳥取」研修室 1
■応募・問い合わせ先　男女共同参画センター「輝な
んせ鳥取」〒680-0022　西町二丁目３１１（福祉文
化会館内）  （0857）24-2704 （0857）20-3054
電子メールdanjyo@city.tottori.tottori.jp

あなたの家　　　　　　　をしてみませんか耐震診断耐震診断
　昭和 56年５月３０日以前に建てられた一戸建て木造
住宅の耐震診断費用として、最高４万円を補助します。
希望する人は、建築指導課に備え付けの申込書に所
定の事項を記入のうえ、お申し込みください。
■補助件数　25戸※申込多数の場合は抽選のうえ決定します。
■受付期間　５月２２日（月）～５月３１日（水）
■申込・問い合わせ先　市役所本庁舎建築指導課
　　　　　　　　　　　  （0857）20-3281

■問い合わせ先　市役所本庁舎道路管理課
　　　　　　　    （0857）20－3261

道路側溝の清掃にご協力を

■問い合わせ先　鳥取市市民運動推進協議会
（市民参画課内）  （0857）20-3163

鳥取地域鳥取地域のの一斉清掃一斉清掃はは５５月月2121 日です日です

　生活排水路としての道路側溝の清掃は、市民のみなさ
んにお願いしていますが、一斉に行うと特に効果があり
ます。この機会にご協力をお願いします。
　なお、側溝のふたが重く持ち上がらない場合は、ふた
上げ機を貸し出します。

▽分別方法に注意してください。さい。

▽汚泥は土のうに入れてください。ださい。

▽家電製品や大型ごみ、タイヤ、バッテリーなどは出さイヤ、バッテリーなどは出さ
　　ないでください。

みんなでごみのない美しいまちにしいまちに
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In
fo

r
m

a
tio

n

▽
法
律 

６
月
13
日
（
火
）
午
後
１

時
〜
４
時
／
22
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
正
午

と
こ
ろ　

輝き

な
ん
せ
鳥
取
（
福
祉
文

化
会
館
内
・
西
町
二
丁
目
）

予
約
受
付　

５
月
19
日
（
金
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
先
着
順
）

申
込
先　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
７
）
24̶

２
７
０
４

と
き　

６
月
15
日（
木
）午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
５
階
第

２
会
議
室

定
員　

８
人

予
約
受
付　

６
月
８
日
（
木
）
午
前

８
時
30
分
〜
（
電
話
に
て
先
着
順
）

申
込
先　

市
役
所
本
庁
舎
市
民
参
画

課
（
０
８
５
７
）
20̶

３
１
５
８

　

行
政
機
関
の
仕
事
や
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
公
平
・
中

立
の
立
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

▽
６
月
１
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▽
６
月
14
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
▽
６
月
20
日

（
火
）
午
後
１
時
〜
３
時
▽
６
月
26

日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

と
こ
ろ　

▽
１
日
／
市
役
所
本
庁
舎

な
ど
▽
協
力
会
員
：
依
頼
会
員
の
お

宅
へ
訪
問
し
、
要
望
に
応
じ
て
援
助

が
で
き
る
人　

※
登
録
無
料
で
す
。

援
助
内
容　

食
事
の
準
備
・
後
片
付

け
、
掃
除
、
病
院
な
ど
へ
の
付
き
添

い
な
ど
の
軽
度
で
専
門
性
を
要
し
な

い
も
の

利
用
料　

▽
平
日
（
午
前
７
時
〜
午

後
８
時
）
：
６
０
０
円
／
時
間
▽
平

日
（
午
後
８
時
〜
午
前
７
時
）、土
日
・

祝
祭
日
：
８
０
０
円
／
時
間

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
市

社
会
福
祉
協
議
会
／
鳥
取
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
さ
ざ

ん
か
会
館
１
階
）
（
０
８
５
７
）22

̶

７
４
７
４

対
象
者　

再
就
職
の
た
め
の
訓
練
を

希
望
す
る
人

訓
練
コ
ー
ス　

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
▽
金
属
加
工
科
▽
電

気
設
備
科
▽
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
▽
ビ

ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

募
集
人
員　

各
科
15
人

募
集
期
間　

５
月
18
日
（
木
）
〜
６

月
８
日
（
木
）

訓
練
期
間　

６
カ
月
間
（
７
月
４
日

〜
12
月
27
日
）

入
所
選
考　

６
月
15
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
鳥
取
（
０
８
５
７
）52̶

８
８
０
２

相
談
内
容　

▽
一
般
（
健
康
・
家
族
・

職
場
や
近
所
で
の
人
間
関
係
・
育
児

な
ど
）
▽
法
律
に
関
す
る
こ
と
（
セ

ク
ハ
ラ
・
離
婚
問
題
な
ど
）

相
談
日　

▽
一
般 

６
月
10
日
（
土
）

・
23
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　

第
１
・
２
お
よ
び
湖
東
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

昭
和
21
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

募
集
期
間　

５
月
19
日
（
金
）
〜
25

日
（
木
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
鳥
取
市

学
校
給
食
会
（
福
祉
文
化
会
館
内
）

（
０
８
５
７
）24̶

２
６
２
１

　　

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
の
み
な
さ
ん

が
、
安
心
し
て
自
分
の
時
間
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
簡
単
な
家

事
・
介
護
の
援
助
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
介
護

型
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
で
は
、
援
助
が
必
要
な
人
と
援
助

で
き
る
人
に
会
員
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
、
お
互
い
を
紹
介
す
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
会
員　

▽
依
頼
会
員
：
高
齢
者

の
介
護
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
人

募　集
鳥
取
市
学
校
給
食
会
臨
時
調
理
員

対象地域 　　　と　　　　き 　 と　こ　ろ
国府地域国府地域 第4月曜日第4月曜日 11：00～11：4511：00～11：45

各町総合福祉各町総合福祉
センターセンター

福部地域福部地域 第4月曜日第4月曜日 10：00～10：4510：00～10：45
河原地域河原地域 第3月曜日第3月曜日 11：15～12：0011：15～12：00
用瀬地域用瀬地域 第3月曜日第3月曜日 10：15～11：0010：15～11：00
佐治地域佐治地域 第3月曜日第3月曜日   9：15～10：00  9：15～10：00
気高地域気高地域 第2月曜日第2月曜日 10：15～11：0010：15～11：00
鹿野地域鹿野地域 第2月曜日第2月曜日 11：15～12：0011：15～12：00
青谷地域青谷地域 第2月曜日第2月曜日   9：15～10：00  9：15～10：00

■巡回説明会（祝祭日は除く）

鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
介
護
型
）
の
会
員

再
就
職
の
た
め
の
訓
練
生

相　談

法
律
相
談

行
政
相
談

女
性
な
ん
で
も
相
談
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■と　き　６月４日（日）
　　　　   午前 10時～午後３時（雨天決行）
■ところ　リファーレンいなば（伏野）
■内　容
　環境講演会　午前 11時～
　 「天ぷらカーで循環型まちづくり」
　鳥取環境大学環境デザイン学科教授　吉

よし

村
むら

元
もと

男
お

 さん
　 ▽リサイクルマーケット（５０店舗） ▽「いなばコンポ」
　販売コーナー ▽ＮＨＫとっとりエコ教室「できることか　
　らはじめてみよう」“ななみちゃんマイバッグのぬり　
　絵コーナー”ほか ▽エコ・クッキング「茶ガラクッキー」
　 （鳥取ガスグループ） ▽達人さんの修理コーナー（包
　丁研ぎ、傘の骨直し） ▽再生品常設展示販売 ▽リサ
　イクル工作体験コーナー ▽子ども遊びコーナー ▽食
　べ物バザー ▽地産地消市 ▽ポップコーン ▽綿菓子 など

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
造
園
建
設

業
協
会
東
部
支
部
（
０
８
５
７
）

24̶

５
２
２
１

　

不
動
産
取
引
に
関
す
る
一
般
相
談

や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。

と
き　

６
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
駅
南
庁
舎
１
階
入

り
口
ホ
ー
ル
（
新
日
本
海
新
聞
社
側
）

問
い
合
わ
せ
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㈳
鳥
取
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
東
部
支
部
（
０
８

５
７
）
27̶

１
８
４
４

１
階
市
民
談
話
室
▽
14
日
／
輝き

な
ん

せ
鳥
取
▽
20
日
／
さ
ざ
ん
か
会
館
▽

26
日
／
ト
ス
ク
本
店
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム

問
い
合
わ
せ
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鳥
取
行
政
評
価
事

務
所

（
０
８
５
７
）
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５
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植
物
に
関
す
る
疑
問
、
管
理
・
育

生
な
ど
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

と
き　

▽
６
月
８
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
〜
５
時
▽
６
月
22
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時　

と
こ
ろ　

市
役
所
駅
南
庁
舎
１
階
入

り
口
ホ
ー
ル
（
新
日
本
海
新
聞
社
側
）

ら
お 知
せ

■問い合わせ先　リファーレンいなば
　　　　　　　   （0857）59-6026

開館10周年記念開館10周年記念 ゴミの
少ない

ライフ
スタイ

ルを

考えよ
う

緑
の
相
談
室

不
動
産
こ
ま
り
ご
と
相
談

■テーマ　 仁風閣のある風景（庭・建物の外部、
内部など仁風閣に関連のある写真ならOK）
■作品規格  四つ切りプリント（ワイド可）もしくは
同等のサイズ／組写真（5枚以内）可、デジタルデ
ータ不可　※おおむね過去5年以内に撮影した写真で、カラー、
モノクロは問いません。

■応募点数　1人 3点以内
■応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入の
うえ、作品に添付し郵送で※応募用紙は7月上旬から、仁
風閣、やまびこ館などに配置するとともに、希望者には郵送します。

■応募締切　9月10日（日）
■応募・問い合わせ先　
〒680-0011鳥取市東町二丁目121仁風閣「仁風
閣フォトコンテスト2006」係 （0857）26-3595

★来場者全員にトイレットペーパー１ロールプレゼント！

★ごみの減量化のため、マイバッグをご持参ください！

天ぷらカ
ーが

１日走り
ます！

■と　き　５月２８日
（日）午前８時受付開始
■ところ  袋川（国府町
楠
なわしろ

城上流）
■参加料　大人（中学生以上）１０００円／子ども５００円
　　　　　つかみどり（小学生以下）　無料
　　　　　　※釣具、えさは参加者がご持参ください。
　　　　　　※ルアー釣りはできません。

■日　程　８:４５　マスつり大会／１０:３０　計量
　　　　　１１:３０　表彰／１２:００　つかみどり
■問い合わせ先　国府マスつりフェスタ実行委員会事務局
（国府町総合支所産業建設課内） （0857）39-0560

第 14回
リサイクルフェスティバル

募集募集
募集募集  募集募集

仁風閣フォトコンテスト仁風閣フォトコンテスト20062006

国府マスつりフェスタ 2006
手作り料

理や
手作り料

理や

特産品
の販売

コーナー
も

特産品
の販売

コーナー
も

あります
！

あります
！

■と　き　５月27日（土）から毎週土曜日（全 15回）
　　　　　午後 1時 30分～ 3時
■ところ　鳥取市国際交流プラザ（湖山町西一丁目）
■講　師　朴

パク

　智
チ

恩
ウン

さん（鳥取市国際交流員）　　
■定　員　 30人　　■受講料　無料（教材費は自己負担）
■問い合わせ先　鳥取市国際交流プラザ （0857）31-3253

ハングル入門講座受講生募集
国際交流プラザ国際交流プラザ

仁風閣が写った昔の写真を探しています。情報をお寄せください！
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Tottori City News Letter  2006.5.1517
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千代川市民一斉
清掃の参加者
　私たちの大切な水源を
きれいに保つため、みなさんのご協力をお願いしま
す。清掃に必要な軍手・ごみ袋は用意します。
■と　　き　６月 4日（日）　午前９時～ 10時
　　　　　　※雨天の場合は６月 11日（日）
■集合場所　千代川倉田スポーツ広場
　※実施の有無については、当日午前７時 30分以降に水
　　道局 （0857）53-7913 へお問い合わせください。

幸せだ　いつも飲める　水道水幸せだ　いつも飲める　水道水
水道週間水道週間  ６月１日（木）～７日（水）６月１日（木）～７日（水）

前回の特選標語前回の特選標語　　
松松
まつもとまつもと

本本飛飛
ひゅうひゅう

河河
がが

さんさん

水道相談室を開設します

～お気軽にご相談ください～

■と　き　６月 1日（木）、2日（金）
　　　　　午後１時 30分～４時
■ところ　市役所駅南庁舎１階
※水道週間中は水道相談室のほか、水道局および河原・

　青谷営業所（総合支所内）で水栓パッキンを配布します。

■テ ー マ　水道について、日ごろ感じていること
　や広く伝えたいこと
■応募資格　市内在住または通勤・通学している人
■応募方法　作品に住所・氏名・年齢・電話番号
　を記入のうえ、持参、郵送、ファクシミリのいず
　れかで※様式は問いません。
■応募期限　６月１５日（木）（必着）
■入　　賞　特選（１点）、準特選（３点）
　※入賞作品は水道局の広報活動に使用します。
■発表方法　入賞者には通知するとともに市報な
　どで発表
■そ の 他　

△

応募は１人１点

△

入賞作品の著作権
　は鳥取市水道局に帰属

△

応募作品は自作・未発表
　のもの　
■送 付 先 〒 680-1132　国安 210-3
 水道局総務課　標語募集担当
　　　　　　 （0857）53-7802

■問い合わせ先　■問い合わせ先　
鳥取市水道局鳥取市水道局 （0857）（0857）53-791353-7913

ホームページホームページhttp://www.water.tottori.tottori.jp/http://www.water.tottori.tottori.jp/ご協力を！

水道の標語を水道の標語を

募集します募集します

■と　　き　８月１2日（土） ▽第１部すずっ子踊り（フ
リースタイル）午後 3時～ 4時　 ▽第２部一斉傘踊
り　【前半】午後 4時～ 6時３０分／【後半】午後
6時３０分～9時
■人　　数　２０人以上
■申込方法　参加連名、代表者の住所、氏名、電話番号、
人数を明記のうえ、持参、郵送、またはファクシミリで
■申込期限　６月１６日（金）必着
■申込・問い合わせ先
鳥取しゃんしゃん祭振興会事務局（鳥取観光コンベ
ンション協会内）〒680-0835　東品治町111-1
 （0857）26-0756 （0857）29-1000

　鳥取県東部地域、
兵庫県北部地域（美
方郡）の「隠れた

見どころ」、「私だけの秘密の味わい処」、
「おもしろ人間のおもしろ話」、「誰も知
らない隠れ宿」などの穴場や言い伝え、
伝統文化などを募集しています。
■募集内容　食べ物、歴史、史跡、感激・
感動関係などの観光スポット
■応募方法　推薦物件の所在地、名称、
推薦理由（由来、価格、時期など）、写真、応募者の
住所・氏名・年齢・電話番号・を明記のうえ郵送で
■応募期限　5月31日（水）必着
■賞・賞品　優秀賞 2点：ホテルニューオータニ東
京のペア宿泊券／入賞 20 点：鳥取県東部地域また
は兵庫県北部地域の特産品（5000 円相当分）
■応募・問い合わせ先
鳥取商工会議所　中小企業振興部
〒 680-8566 本町三丁目 102 （0857）32-8004

募
集
中

踊ってみませんか踊ってみませんか

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

感
動
ス
ポ
ッ
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
！

とっておき観光コース発見コンテストコース発見コンテスト 開催日が変わりました！開催日が変わりました！
８月12日（土）８月12日（土）第42回鳥取しゃんしゃん祭第42回鳥取しゃんしゃん祭

８月13日（日）８月13日（日）第53回市民納涼花火大会第53回市民納涼花火大会

一斉踊り参加連募集一斉踊り参加連募集
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市民のみなさんの自主的な活動をご紹介します。

湖山池でセーリング（小型ヨット）体験しよう！
ヨット教室も開催しています。
月～金曜日の午後、第１・２土曜日の午後／随時受け付
け（予約が必要）／小学3年以上の男女（家族で参加
の場合は3歳以上から可）／参加費600円／連＝湖山
池にセーリング（ヨット）文化を育てる会（新

しん

家
か

）
（0857）28-3465・　  090-2861-0011

鳥取一
いっ

先
せん

会
かい

かな書展
5月19日（金）～21日（日）午前9時～午後6時／
県民文化会館展示室／連＝日本書学研究会一先会
鳥取支局長（山中） 　（0857）27-6645

鳥取女声合唱団　第15回定期演奏会
「黙示録の猫」8曲、メドレー「TOKYO物語」、「ニライカ
ナイ（理想郷）の彼方から」の合唱をお楽しみください。
5月27日（土）午後6時開場、午後6時30分開演／県民
文化会館梨花ホール／入場料＝1000円（一般）500円
（高校生以下）／連＝近藤 （0857）53-2225

※7月15日号に掲載を希望される人は、必要事項を記入
し、5月3 1日（水）までに、ハガキかファクシミリ
（0857-21-1594）または電子メール（kouhou@city.
tottori.tottori.jp)で秘書課広報室まで。

図書館だより図書館だより
■中央図書館 （0857）27－5182　開館時間：午前9時～午後7時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土・日曜は5時まで）
■気高図書館 （0857）37－6036　開館時間：午前10時～午後6時
■用瀬図書館 （0858）87－2702　開館時間：午前10時～午後6時
　※休館日は、いずれも毎週火曜日、祝日の翌日、毎月最終の木曜日

「子どもと本の出会い」の講座「子どもと本の出会い」の講座
　子どもと本のかかわりについ子どもと本のかかわりについ
て、「子どもの文化講座」主て、「子どもの文化講座」主
宰の宰の末末

すえむねすえむね

宗宗辰辰
たつひこたつひこ

彦彦さんに６回にわさんに６回にわ
たって講演していただきます。たって講演していただきます。
２回目以降の日程は次のとおり２回目以降の日程は次のとおり
です。子どもの本に関心のあです。子どもの本に関心のあ
る人ならどなたでも参加できまる人ならどなたでも参加できま
す。ぜひご来場ください。す。ぜひご来場ください。

新年度企画新年度企画

2006年山陰ビーチパーティー
昨年、日本全国から700人を集めた日本一くつろげる野
外パーティ。6年目の今年は特別ゲストのS

シ ル ヴ ァ

ILVAのほ
か、日英米のDJ、ブラジルのミュージシャンを招きます。
6月16日（金）午後8時～18日（日）午後2時／小沢見
海水浴場／チケット＝前売券3000円（3日間）〈中学生以
下は無料〉無料駐車場、屋台、バー／連＝「V

ビ ヴ ァ

iva S
シ ヴ ァ

hiva」
（0857）21-1792、「DNA」 090-7592-9696
電子メールsaninbeachparty@hotmail.com

回 日　時 テ　ー　マ 場　所

２ 6月   1日㈭
10：00～11：30 子どもの成長と絵本

市役所駅南庁舎
地下第5会議室

３ 6月 22日㈭
19：00～20：30 絵本の選び方（０～３歳）

気高町中央公民館
2 階大会議室

４ 7月 13日㈭
16：00～17：30 絵本の選び方（4～6歳）

用瀬町民会館
2階大研修室

５ 8月 24日㈭
16：00～17：30 昔話と科学

用瀬町民会館
2階大研修室

６ 9月   7日㈭
19：00～20：30 絵本から童話

気高町中央公民館
2 階大会議室

　大会前イベントとしてウォークラリーを開催します。
イベント当日は、太極拳・フォークダンスの披露など、
たくさんの催しも準備しています。
■と　き　　　　７月２日（日）午前９時30分スタート
■集合・受付場所　鳥取市武道館（東町一丁目）
■コース　　　　久松公園周辺山の手コース
■申込方法　　　市役所本庁舎総合案内所・駅南庁
　　　　　　　　舎総合窓口、または各総合支所に
　　　　　　　　配置してある申込書に記入のうえ、
　　　　　　　　持参、ファクシミリ、郵送のいずれ
　　　　　　　　かで
■申込期限　　　６月16日（金）必着
■申込・問い合わせ先　
全国スポーツ・レクリエーション祭推進室
〒680-0841吉方温泉三丁目701鳥取市文化センター内
 （0857）27-8001 （0857）27-8008

10月21日（土）～24日（火）開催

１１１日前イベント１１１日前イベント「「ウォークラリーウォークラリー」」

参加者募集中参加者募集中

み
な
さ
ん
の

み
な
さ
ん
の

参
加
を

参
加
を

お
待
ち
し
て

お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

い
ま
す
！
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イベント情報

編集／鳥取市企画推進部秘書課広報室　 （0857）20－3159
印刷／富士印刷株式会社

問い合わせ先　わらべ館（西町三丁目202） （0857）22ー7070

5月15日～6月14日の休館日

5 月 17日（水）

問い合わせ先　さじアストロパーク（佐治町高山 1071-1）
　　　　　　　　　 （0858）89ー1011

香西台長講演会  ギリシャ神話に見る星

5月15日～6月14日の休館日
5月15日（月）、16日（火）、
22・29日（月）6月5日・12日（月）

　ギリシャ神話と星とのつながりなど
についての講演会です。△

と　き　５月 27日 ( 土 )
　　　　　午後 2時～ 3時 30分△

講　師　香
こう

西
ざい

洋
ひろ

樹
き

　　　　　（さじアストロパーク･佐治天文台長）△

参加費　一般300円、高校生以 下および70歳以上無料
　　　　　（入館料を含みます）
※講演会終了後、さじアストロパーク･コスモスの館で交流会（参
　加費 500円で、コーヒーとお菓子を提供）も行います。

やまびこ館への招待やまびこ館への招待

問い合わせ先　やまびこ館（上町88） （0857）23ー2140

5月15日～6月14日の休館日

 5 月 15・22・29日（月）

第5回ホタル展
ホタル・鳥取　～ひととの共存～

わらべ館唱歌教室（初夏編）
　季節の唱歌を足踏みオルガンでいっしょに歌いましょう。△

と　き　6 月 24日（土）までの毎週土曜日
　　　　　午前11時、午後２時△

ところ　１階木造教室　　

△

参加費　入館料が必要

「とっとり市報」についてご意見ご感想をお寄せください。
〒680ー8571　市役所本庁舎秘書課広報室
（0857）20ー3159　 （0857）21ー1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

宇宙ふしぎ体験　木星と月を見よう
　見ごろを迎えている木星と月を中心に103㌢望遠鏡な
どで観察します。参加証として「観察記念カード」をプ
レゼントします。△

と　き　６月２日 (金 ) ～４日 (日 ) 午後８時、9時△

参加費　一般600円、高校生および70歳以上 300円
　　　　　小・中学生 200円無料（入館料を含みます）
※悪天候の場合は、プラネタリウム投影を行います。

　ホタルの生態など、自然科学的な分野や標本も展示。保
護活動を行ううえでの問題点などをご紹介します。△

と　き　6 月 3日（土）～ 6月 25日（日）
　　　　　午前９時～午後５時△

入館料　一般 500円（小・中・高校生、70歳以上は無料）
　　　　　　　※6/3～6/18は午後10時まで開館します。
　　　　　　　　（午後5～10時は入館料は無料）

関連イベント　
　6月10日（土）／ホタル籠作り教室
　6月11日（日）／絵本の読み聞かせ会（紙ふうせん）
　6月17日（土）／絵本の読み聞かせ会（おしゃべりねずみ）

第９回全国獅子舞フェスティバル・鳥取

■と　き　5月27日（土）　■ところ　風紋広場、本通り・若桜街道、県民文化会館
■主　催　㈳全日本郷土芸能協会、鳥取県獅子舞フェスティバル実行委員会
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フェスティバル日程
11：00　オープニングセレモニー　 （鳥取駅前「風紋広場」）
12：00　パレードおよび演舞（本通り・若桜街道）
13：00　フェスティバル第１部（県民文化会館フリースペース）
　　　　　・麒麟獅子舞の披露　　　　  
15：00　鼎

てい

談　「麒麟獅子と鳥取県の歴史・文化」
　　　　　 鳥取県知事、高橋獅子博物館館長、山本キリノロジークラブ代表クラブ代表
16：00　フェスティバル第２部
　　　　　・各地団体による獅子舞舞
　　　　　　　粱

やながわ
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かな

津
つ

流鹿
しし

踊（（岩手県岩手県江刺市）/江刺市）/数数
すす

河河
ごうごう

獅子（岐阜県飛騨市）獅子（岐阜県飛騨市）
　　　　　　　御

み

津
つ

の獅子舞（岡山県岡山市県岡山市）/）/名名
なな

護護
ごご

のの大大
うふうふ

獅子（沖縄県名護市）獅子（沖縄県名護市）
　　　　　　　因幡の麒麟獅子舞（鳥取市市などなど））
※獅子舞の由来、歴史や麒麟獅子の歴史などについどについて、パネル展示て、パネル展示
　をしています。また、因幡の麒麟獅子の分布が一目でわかるジオ目でわかるジオ
　ラマも展示しています。

入場無料


